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アカザラガイ，C九～αmy8′αγγβγ　耽極po71β朋わKulもODA，の

養殖に関する試験Ⅰ

アカザラガイの天然採苗試験

小斉和宏・臭岡東経・小沼洋司・福田英雄着

アカザラガイCんJαmy∫／αrrer乙　几乙タダ0几β几∫乙∫KURODA　はアズマ二シキの

北方型であり，主に東北地方三陸沿岸・北海道南部沿岸に分布する。本県沿岸でもア

カザラガイの生息が確認されているが，1975年に行なわれたアカザラガイ漁場調査晦

においては，漁場になるほどの密度を持っている場は発見できなかった。然し，夏期

から初秋にかけて海中に垂下された採苗器には，アカザラガイ椎貝の付着がみられ

る。

アカザラガイは岩礁・砂礫・貝殻等に足糸で付着し生息する。波浪等の振動に対す

る耐性が大きい上に，成長も早い。谷田ら1）は松島湾における垂下養殖の結果から，

1年～1年半でマーケットサイズになる見通しであると述べている。以上のことから，

アカザラガイは本県のように内湾を持たず，直接外海に面しているような場所での養

殖適種であると考えられる。

養殖でまず問題となるのは種苗の確保である。養殖業成立には安定した種苗の供給

がなければならない。そこで，未利用のアカザラガイ養殖の第1歩として，採苗に関

する知見を得るため，本試験を行なった。

材　料・方　法

本県大洗沖水深13仇の海域（図1）に設置した

延縄式及び吹流式採苗施設（図2）でアカザラガイ

の天然採苗試験を行なっ7㍍本試験で使用した採苗器

は表1に示す2種である。本試験の内容を表Zに示

す。採苗器取揚時に採苗椎貝の採苗数と殻長を計測

した。

1976年度の天然採苗試験では，2種の採苗器を使

用し，採苗器の種類によりアカザラガイの天然採苗

結果に違いが現われるかを検討した。

1977年度は適切な採苗器の垂下時期を把握する

ため，採苗器の垂下時期・取揚時期を4期（Ⅰ～Ⅳ

期）に区分し，採苗試験をした。

嵩現在，茨城県農林水産部漁政課勤務
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×　設置地点

図1　採苗施設設置海域



採苗網　　　　採苗器

ヮ享∴∴
図2　　採苗施設の構造

A延縄式，B　吹流式

表1　　　採　苗　器　の　種　類

アンカー

名　　称　　　　　　　　　　　構　　　　　　　　　　　　　　　　造

杉葉採苗器　　ネトロンネット製タマネギ袋（size65×40cm）の中に杉葉200才を入れた採苗器

流し網採苗器
ネトロンネット製タマネギ袋の中にナイロンテグス製鮭鱒流し網220才を入れた採

苗器
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表2　　天　然　採　苗　試　験　の　内　容

区　分　　垂下年月日　　取揚年月日　採苗施設　　　　設置及び垂下の内容

1975．9．23　1976．1．19　吹流式　　杉葉採苗器を10個取り付けたもの　　6基

1975年度　〝　1976・…：…；延縄式　杉葉採苗器を6触り付けた採苗綱15本／′

1977．1．18

1976年度　1976．10．1　　′′　1．25　延縄式
〝　　2．3

杉葉採苗器を8個取り付けた採苗綱　11本
流し網採苗器を8個　　　〝　　　　　2本

1977．8．10　1977．12．7　延縄式　流し網採苗器を5個取り付けた採苗綱　2本

1977年度
1977．9．3　　　　　／′　　　　　　　〝

1977．9．26　　1978．2．13　　　　〝

1977．10．19　　　　　〝　　　　　　　〝

結　果　及　び　考　察

1　付着時期

1977年度の試験結果を表3に示す。採苗器1個当

りの平均採苗数はⅠ期700個，Ⅱ期390個，Ⅲ期96

個，Ⅳ期72個となった。

表3からわかるように，同時期・同水深に垂下さ

れた採苗器で，一方が他方と比べて極端に採苗数が

少ないものがある。そのような採苗器では，浮泥等

の沈着により付着器材が凝固していたり，またはヨ

ッハモガこのような食害生物が侵入していた。そこ

で，付着数（探苗数に死穀数を加えた数）の多い方

の採苗器で正常な付着がみられたものとみなし，こ

の付着数を表4に示した。一般に，採苗器への付着

の大部分は採苗器垂下後の短期間内に行なわれると

考えられている。また，谷田ら1）は，6月に投入さ

れたものは採苗器の汚れによって，付着盛期を経過

するにもかかわらず，付着数は7月に投入したもの

より少ないと報告している。以上のことから，表4に

示された付着数は各垂下時期間の付着数をほほ代表

するものと思われる。

表4に示された各期の水深別付着数の合計と

1977年の週平均水温の変化を図3に示す。水温20

C付近の昇温期から最高水温期にかけて垂下された

採苗器に，多くの付着がみられたことが推定される。

谷田ら1）は，荻浜湾でのアカザラガイの産卵は，表

面水温20Cに達する7・8月に行なわれると推定し

表3　1977年度の天然採苗試験における垂下時期別・水深別採苗数

垂下　採苗綱　　　　　　水　　　深　　（爪）
区分　垂下年月日～取揚年月日　期間

（日）‾　　瓜　　　5■5　　　6・5　　　7・5　　　8・5　　　9■5

小　計　　合計　平均

Ⅰ期1977・8・10～1977・12・7119；1墨侶帯告器㌶器㍑器㍑計器刑700

Ⅱ期1977・9・3～1977・12・7　95　…　川鵠；三8……漂；三豊ミ63；三二三333（12）告招1誓い902390

Ⅲ鵜1977・9・2…978・2・13140　…1；；（8）4三…1黒目；（4㌦…（2）；：；日…ミ　96296

Ⅳ胡1977・10・19～1978・2L13117；　…三（8）13；　2331。2　67　　品　8）722　72

註）（）の中の数字は死殻数を行す。十十は死穀量が非常に多いという意味である。

流し網採苗器を使用した。
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ている。また，このときの調査では7月20日投入，

8月20日調査の付着器に付着初期の稚貝の出現盛

期がみられると述べている。このときの荻浜湾の月

平均水温の変化を図4に引用する。図4から付着初

期の稚貝の出現盛期が最高月平均水温期に一致する

ことが推察される。

図5に，’75，’76，’77年のはば同時期（9月23

日～10月1日）に垂下された採苗器の採苗器1個当

りの平均探苗数を示した。平均採苗数にかなりの年

変動が認められる。そこで，図6に各年の週平均水

温の変化と採宙器の垂下時期を示し，水温変化と採

苗器垂下時期及び採苗数について考察した。

’75年は7・8月はぼ18～19Cで，9月上旬急に

20C以上の最高水温に達し，20C以上の高温が9月

中続く。採苗器垂下も最高水温を示す期間の後半に

行なわれ，採苗数も非常に多かった。’76年は，75年

と比べ，水温も低めに推移しているが，採苗器投入

も最高水温期を過ぎ，水温が下降期に入った20C付

近のときに行なわれ，採苗数も’76年と比べ少なか

った。’77年は8月中旬から20C以上の高温が続き，

付着盛期は8月中旬から9月初旬の間にあった。採

苗器垂下は20C以上の高温期に行なわれたが，付

着盛期が既に過ぎたために，採苗数は少なかったと

思われる。以上の水温と付着数との間にみられる傾

向からみて，大量採苗には，20C以上になる水温上

昇期から最高水温期にかけての採苗器垂下が有効で

あると考えられる。

2　付着水深

図7に，’75，’76，’77年のほほ同時期に垂下し

た採苗器で得られた水深別の採苗数の割合を示す。

モードのみられる水深は年変動がみられるが，各年

とも，ある水深を中心に正規分布型の付着数の組成

がみられる。また，表4に示された’77年度の各期

の水深別の付着数の割合を図8に示す。これでも同

様に正規分布が認められる。

3　水深別成長

図9に，1977年度の探苗試験の各期，採苗数の多

かった採苗綱における採苗稚貝の水深別平均穀長と

穀長範囲を示す。垂下水深の範囲内では，成長が垂

下水深の変化に伴って変わるというような著しい傾

向は認められないことがわかる。採苗器の長期垂下

後の水深別の成長については，他の付着物の増大・

成長による影響や長期垂下中の付着数の増加等，成

長に及ぼす諸要因が考えられるので，厳密な比較は

困難である。

4　施設別・付着器別の採酋数

1975年度の試験における施設別・水深別の採苗数

を図10に示す。上層では，延縄式と比べて吹流式に

おける採語数が低下している傾向が認められる。ま

た，下層では極端に探苗数が少ない。上層において

は，吹流式の方が波浪等の振動の影響を受け易いた

めに，下層においては標砂の影響を強く受けるため

に，付着の阻害または付着後の脱落が起こり，採苗

数が少なかったと考えられる。外海における採苗で

は，振動の影響の少ない延縄式施設の方が有効であ

ると患われる。

1976年度の試験における水深別の採苗器1個当り

平均採苗数を表5に示す。平均採菌数は杉葉採苗器

で175個，流し網採苗器で246個と流し網採苗器で

よい結果が得られた。採苗椎貝の穀長組成を図11に

示す。平均穀長は杉葉採苗器で0．76仇，流し網採苗

器で0．83珊となり，成長の面でも流し網採苗器でよ

い結果が得られた。

終わりに，本報告について，研究の機会を与えら

れ，種々の御教示を賜わった渡辺徹場長並びに調査

に協力された方々に感謝申し上げる。

要　　　　　　約

アカザラガイ養殖の第1歩として，アカザラガイ

の天然採苗試験を行なった。

1．1975，1976，1977年の週平均水温の変化及び

採苗器垂下時期による採苗数の変動傾向をみると，

20C以上の水温上昇期から最高水温期にかけて採苗

器を垂下するのが有効であると考えられる。

2．付着数の水深別組成はある水深を中心に正規

分布型を示す。

3．採苗器取揚時の水深別平均殻長からみて，垂
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下水深の範囲内では，成長が垂下水深の変化に伴っ　　均穀長でも，流し網採苗器の場合によい結果が得られ

て変わるというような著しい傾向は認められない。

4．外海における天然採苗では，振動の影響の少

ない延縄式採苗施設がよいと考えられる。

5．付着器材の異なる杉葉採苗器と流し網採苗器

の採苗結果を比較すると，採苗数でも採苗稚貝の平

た。

文　　　　　　献

1）谷田専治・菅野尚：東北水研研究報告，第15号，

23－32，1959．

表4　1977年度の天然採苗試験におけるⅠ～Ⅳ期の水深別付着数

水　　　　　深　　　（仇）
区　分　垂下年月日

5．5　　　　　　6．5　　　　　　7．5　　　　　　8．5　　　　　　9．5

Ⅰ期　1977．8．10　1，568　　1，656　　　979　　　　777　　　　576　　　5，556

Ⅱ　期　1977．9．3　1，057　　　　886　　　919　　　　652　　　　346　　　3，860

Ⅲ　期　1977．9．26　　174　　　　418　　　154　　　　　76　　　　15　　　　837

Ⅳ　期　1977．10，19　　　78　　　139　　　233　　　192　　　　　61　　　703

表5　1976年度の天然採苗試験における採苗器の種類別・水深別・採苗器1個当りの平均採苗数

垂　　下　　水　　深　（m）
採苗器の種類

5．85　　6．50　　7．15　　7．80　　8．45　　9．10　　9．75　10．40

合計　平均

杉葉採苗器　　75　152　167　　253　　215　　235　141156　1，394　175

流し網採苗半　日2　123　　298　　300　　341　323　　313　157　1，967　246

註）1976年10月1日に垂下し，1977年1月18日，1月25日及び2月3日に取り揚げた。
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図31977年の天然採苗試験における各期の水深別付着数の合計と週平均水温の変化

3　4　5　（）　7　8　9　101112

月

図4　荻浜湾の月平均水温変化（谷田ら，1959）

註）実線は荻浜湾，破線は鮎川の水温変化を

示す。
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図5　1975，’76，’77年度のほぼ同時期に垂
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註）延縄式施設を使用した。

Sは杉葉採苗器，Nは流し網採苗
器である。
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1976年9月23日垂下，吹流式，S

1976年10月1日垂下，延縄式，S

1978年10月1日垂下，延縄式，N

4　　　　5　　　　6　　　　7　　　　8　　　　9　　　10　　11

水　　　　　深　（m）
1977年9月26日垂下，延縄式，N

図7　1975，76，77年のほほ同時期に垂下した採苗器の水深別の採苗数の割合

註）Sは杉葉採苗器，Nは流し網採苗器である。
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○　印：平均殻良
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図10　1975年度の天然採苗試験における施設別・水深別採苗数

○：吹流式採苗施設・：延縄式採苗施設
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流し網採苗器（N＝1888，石＝0．83cm）

0．2　0．4　0．6　0．8　1．0　1．2　1．4　1．6　1．8　2．0

穀　　　　　長（仇）

杉葉採苗器（Nニ934，云＝0．76仇）

図111976年度の天然採苗試験における採苗
器の種類別採苗椎貝の穀長組成

N　採苗数，　己　平均穀長
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